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DC-D4236RX（屋内専用） 施工基準書 
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乾燥剤 

保護コネクタ 

ネジ・アンカー（各 3 個） 

ガイドパターン 

端子台（２個） 
 
 
 

 
カメラ本体 

 

六角レンチ 

付属品 

クイックガイド 
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① 赤外線 LED 

② レンズ 

③ ファクトリーリセットボタン 

④  

⑤ 壁/天井取付 

⑥ 電源入力 

⑦ ネットワークポート 

⑧ ドームカバーアセンブリ部品 

⑨ アラーム入出力・オーディオ入出力・   
ビデオ出力 

⑩ メモリーカードスロット 

名称及び機能 

 

※レンズ部の円形ゴムは、IR 反射防止用のため、取り外さないでください。 
※カバー取り付け時はドームバブルを手で固定し、白いドームカバー部分だけを回転して 
 ロックしてください。 
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１. ドームカバーを反時計回りに回します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  2. ドームカバーを取り外します。       ３．カメラを設置します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ガイドパターン（位置だしステッカー）を利用して固定用ネジ・ケーブル穴の墨だし 
開口します。ケーブル通線孔（直径 25 ㎜程） 

※外部機器とネットワークケーブル類を接続します。 
※アンカー・ビスは３点止めです。 
注）天井、壁の建築材に合わせてアンカー・ビスを選定してください。 

 

 

 

 

施工手順 
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 ４．設置後、同封の乾燥剤を入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５. カメラの画角調（レンズは 3 軸に沿って回転させることが出来ます。） 

 

① レンズの回転 

② 垂直回転 

③ 水平回転 

 

 ６．ドームカバーを取り付けます。 

※ドームカバーを時計回りに回して固定します。 
※カメラの向きが変わらぬようドームカバーのバブル部分でカメラユニットを押さえつけた状態で、 
底面の溝がロック位置に来るようドームカバーを時計回りに回してロックします。 

 
 

 
 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

乾燥剤 

 

ドームバブルを手で固定 

白いカバー部分を回転 
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※ドームカバーの落下防止のため、カメラ本体とドームバーの間に隙間がなく確実に 
固定されていることをご確認のうえ、適切に取り付けてください。 

※隙間がある場合は、正しく装着されていない可能性があります。 

  
※壁や天井に補強が必要かどうか確認してください。壁や天井がカメラの重量を支えるのに 

十分な強度がない場合、カメラが落下する可能性があります。 
※カメラは日陰に設置してください。直射日光の当たる場所に設置すると、悪影響を受ける 

可能性があります。 
※ケーブル類は絶縁処理、防水処理を確実に施してください。 
※アクセサリの取り付け金具を使用する場合は取付金具の施工基準書を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 


